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中
間
貯
蔵
施
設
に
搬
入
さ
れ
た
除
去
土
壌
等
の
福
島
県
外
で
の
最
終
処
分
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

福
島
県
で
は
、
除
染
作
業
に
よ
り
生
じ
た
除
去
土
壌
等
を
双
葉
町
と
大
熊
町
に
ま
た
が
る
中
間
貯
蔵
施
設
に
搬
入
し
て
い

る
。
中
間
貯
蔵
施
設
の
面
積
は
東
京
都
渋
谷
区
と
ほ
ぼ
同
面
積
の
約
千
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、
令
和
五
年
十
月
末
時
点

で
、
約
千
三
百
六
十
八
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
除
去
土
壌
等
が
中
間
貯
蔵
施
設
に
搬
入
さ
れ
た
。
こ
の
除
去
土
壌
等
が
中
間
貯
蔵

施
設
に
搬
入
さ
れ
た
結
果
、
福
島
県
内
に
設
け
ら
れ
た
仮
置
場
等
千
三
百
七
十
二
か
所
の
う
ち
、
千
百
八
十
四
か
所
で
原
状
回

復
が
完
了
す
る
な
ど
、
復
興
に
向
け
た
歩
み
は
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
る
。 

 

こ
の
搬
入
さ
れ
た
除
去
土
壌
に
つ
い
て
は
、
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）

に
、
「
国
は
、
（
中
略
）
中
間
貯
蔵
開
始
後
三
十
年
以
内
に
、
福
島
県
外
で
最
終
処
分
を
完
了
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
」
こ
と
と
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
除
去
土
壌
の
搬
入
が
開
始
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
年
）
で
あ
り
、
福

島
県
外
の
最
終
処
分
と
さ
れ
る
二
〇
四
五
年
三
月
ま
で
、
残
り
二
十
二
年
を
切
っ
た
。 

 

令
和
五
年
十
月
十
一
日
付
の
福
島
民
報
で
は
、
福
島
県
の
内
堀
知
事
が
同
月
の
講
演
に
お
い
て
、
こ
の
除
去
土
壌
等
の
最
終

処
分
に
つ
い
て
「
法
律
で
定
め
ら
れ
た
二
〇
四
五
年
ま
で
、
た
っ
た
二
十
二
年
」
し
か
な
い
と
強
い
危
機
感
を
示
す
発
言
を
し

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
内
堀
知
事
は
、
会
津
地
方
の
七
市
町
村
を
除
く
県
内
五
十
二
市
町
村
の
除
去
土
壌
が
中
間
貯
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蔵
施
設
に
搬
入
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
外
で
記
憶
の
風
化
が
進
ん
で
い
な
い
か
と
呼
び
か
け
、
「
こ
の
期
限
ま
で
に

政
府
が
履
行
で
き
る
ま
で
福
島
県
民
は
絶
対
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
も
語
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。 

 

現
在
、
環
境
省
に
お
い
て
、
除
去
土
壌
等
の
最
終
処
分
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
最
終
処
分
地
選

定
の
具
体
的
な
方
針
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
内
堀
知
事
の
あ
と
二
十
二
年
し
か
な
い
と
い
う
強
い
危
機
感
と

政
府
の
対
応
に
は
大
き
な
乖
離
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。 

 

そ
こ
で
以
下
質
問
す
る
。 

一 

最
終
処
分
場
を
受
け
入
れ
る
側
の
理
解
醸
成
に
か
か
る
時
間
、
最
終
処
分
場
の
建
設
に
要
す
る
時
間
な
ど
を
考
え
れ
ば
、

残
さ
れ
た
時
間
は
決
し
て
多
く
な
い
。
福
島
県
内
堀
知
事
の
あ
と
二
十
二
年
し
か
な
い
と
い
う
強
い
危
機
感
に
つ
い
て
、
政

府
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
の
か
。 

二 

除
去
土
壌
等
の
最
終
処
分
量
が
ど
の
程
度
に
な
る
か
見
通
し
が
立
た
な
い
に
せ
よ
、
除
去
土
壌
等
の
最
終
処
分
地
選
定
の

具
体
的
な
方
針
や
日
程
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。
環
境
省
は
、
「
中
間
貯
蔵
除
去
土
壌
等
の
減
容
・
再
生

利
用
技
術
開
発
戦
略
」
（
二
〇
一
六
年
策
定
、
二
〇
一
九
年
見
直
し
）
に
お
い
て
、
二
〇
二
四
年
度
ま
で
に
「
最
終
処
分
場
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の
構
造
、
必
要
面
積
等
に
つ
い
て
、
実
現
可
能
と
考
え
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
選
択
肢
を
提
示
す
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
最
終
処
分
場
を
受
け
入
れ
る
側
の
理
解
醸
成
に
か
か
る
時
間
、
最
終
処
分
場
の
建
設
に
要
す
る
時
間
な
ど

を
考
え
れ
ば
、
「
中
間
貯
蔵
除
去
土
壌
等
の
減
容
・
再
生
利
用
技
術
開
発
戦
略
」
の
工
程
表
を
少
し
で
も
前
倒
し
、
最
終
処

分
に
向
け
た
取
組
を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
工
程
表
の
前
倒
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
見

解
を
伺
い
た
い
。 

三 

最
終
処
分
量
低
減
の
た
め
の
除
去
土
壌
等
の
再
生
利
用
や
、
福
島
県
外
で
の
最
終
処
分
実
現
に
向
け
て
は
、
国
民
の
理
解

醸
成
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
環
境
省
が
実
施
し
た
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
に
関
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（
令
和
四
年
度
）
に
よ
れ
ば
、
「
あ
な
た
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
除
染
作
業
に
よ
っ
て
生
じ
た
土
壌
（
以

下
、
「
除
去
土
壌
」
と
い
う
）
等
が
中
間
貯
蔵
開
始
後
三
十
年
以
内
（
二
〇
四
五
年
の
三
月
ま
で
）
に
福
島
県
外
に
お
い
て

最
終
処
分
さ
れ
る
と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
程
度
ご
存
知
で
し
た
か
。
」
と
の
問
い
に
対
し
、
福
島
県
以
外

の
新
規
回
答
者
の
回
答
は
、
「
内
容
を
よ
く
知
っ
て
い
た
」
が
二
・
一
％
、
「
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
内
容
も
少
し
知
っ
て

い
た
」
が
十
八
・
四
％
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
そ
の
理
解
醸
成
は
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
。
理
解
醸
成
に
向
け
た
こ
れ
ま

で
の
取
組
が
十
分
な
効
果
を
上
げ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
答
え
ら
れ
た
い
。
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ま
た
、
今
後
は
よ
り
実
効
性
あ
る
取
組
が
必
要
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
つ
も
り
な
の
か
、
具
体
的
に
答
え
ら

れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


